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機 関 紙

題字／有島 生馬

ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン 

美
術
２
０
１
２
」展
』に
際
し

て
、
一
水
会
は『
二
十
一
世
紀
に
於
け
る
選
択
』

と
題
す
る
声
明
文
を
発
信
し
た
。
こ
れ
は
、

さ
き
や
あ
き
ら
君
か
ら
の
要
請
を
う
け
て
ひ
と

晩
考
え
ぬ
い
た
末
、
一
気
に
書
き
あ
げ
た
の
だ

が
、書
き
終
え
た
時
自
分
の
気
持
ち
を
充
た
し

た
の
は
、
小
さ
な
、
安
堵
感
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
。

　

今
、一
水
会
は
、
玉
虫
良
次
事
務
局
長
の
創

意
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
斬
新
な
企
画
、
そ

し
て
、
さ
き
や
君
、
新
井
隆
君
、
西
真
里
子

さ
ん
、
木
村
毅
君
、
加
曽
利
光
男
君
た
ち
に

よ
る
、
活
発
な
機
関
紙
活
動
、
更
に
は
、
最

近
発
足
し
た「
新
作
業
部
会
」の
面
々
に
よ
る
討

議
の
輪
が
広
が
り
、
各
地
方
の
活
動
に
も
、
新

し
い
芽
吹
き
を
促
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
心
強
い

限
り
で
あ
る
。

　

又
、
今
年
、
81
回
展
で
は
七
十
八
名
も
の
初

入
選
者
が
あ
り
、展
示
企
画
に
も
工
夫
が
施
さ

れ
、次
世
代
を
担
う
人
々
の
力
作
が
各
室
に
多

数
み
ら
れ
て
、
充
実
し
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
さ
い
ご
に
、会
代
表
の
任
を
山
本
耕
造
氏
に

引
き
継
ぐ
に
あ
た
り
、
氏
の
作
家
と
し
て
の
卓

越
し
た
力
量
と
、
そ
の
広
い
視
野
と
す
ぐ
れ
た

識
見
を
少
し
も
誇
示
せ
ず
、常
に
謙
譲
さ
を
崩

さ
ぬ
誠
実
な
お
人
柄
に
対
し
、全
会
を
あ
げ
て

の
絶
大
な
る
支
援
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

一
水
会
が
、
山
本
代
表
を
中
心
に
大
き
な
発
展

を
遂
げ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
や
ま

な
い
。

二
〇
一
九
年
十
月　

小
川 

游

　

第
30
回
記
念
一
水
会
展
に
初
出
品
以
来
、自

分
は
半
世
紀
余
を
一
水
会
と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
。
思
い
起
こ
せ
ば
、事
務
所
見
習
い
を
仰
せ

つ
か
っ
た
の
が
、
師
・
髙
田
誠
先
生
が
、
果
敢
な

決
断
を
以
て
為
さ
れ
た
大
改
革
の
年（
平
成
元

年
・
第
51
回
展
）で
あ
っ
た
。
改
革
後
の
混
乱
を

収
め
、
会
の
姿
を
正
常
に
整
え

る
た
め
の
途
半
ば
に
し
て
、
先

生
が
ご
他
界
さ
れ
た
の
が
平
成

四
年
、
翌
年
か
ら
は
完
全
に
事

務
所
を
一
任
さ
れ
、
平
成
十
年

十
二
月（
第
60
回
記
念
展
の
年
）

に
吉
崎
道
治
氏
に
引
き
継
ぐ
ま

で
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
初
は
、
ま
る
で
大
津
波
に
遭

遇
し
た
よ
う
な
き
り
き
り
舞
い

の
毎
日
だ
っ
た
が
、
何
と
か
仕

事
を
遂
行
で
き
た
の
は
、
当
時

の
作
業
部
会
の
仲
間
た
ち
と
、

多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
の

こ
と
と
感
謝
し
て
い
る
。
仲
間

た
ち
と
言
え
ば
、
既
に
故
人
と

な
ら
れ
た
り
施
設
に
入
ら
れ
た

り
し
て
、
現

在
、
本
展
に

出
品
し
て
い

る
の
は
、
寺

井
力
三
郎
、

吉
崎
道
治
、

田
中
義
昭
、

小
川
游
の
四
名
の
み
…

　
あ
の
頃
、作
業
部
会
の
仕
事
は
、会
の
運
営

上
の
雑
多
な
作
業
、
記
念
展
で
の
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
、
と
り
わ
け
皇
太
子
妃
殿
下
の
行
啓
実

現
の
た
め
の
煩
雑
な
作
業
等
々
、挙
げ
れ
ば
き

り
も
な
い
が
、
一
水
会
に
と
っ
て
真
に
必
要
を

迫
ら
れ
て
い
た
も
の
は
、
改
革
の
総
仕
上
げ
と

い
う
大
仕
事
だ
っ
た
。
組
織
の
い
た
ず
ら
な
肥

大
化
を
防
ぎ
、
再
び
動
脈
硬
化
を
ひ
き
起
こ

す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
ル
ー
ル
づ

く
り
こ
そ
が
、
求
め
ら
れ
る
最
重
要
課
題
だ
っ

た
の
だ
。
仲
間
た
ち
か
ら
提
供
さ
れ
た
参
考
資

料
を
も
と
に
、
文
字
通
り
不
眠
不
休
で
作
り

あ
げ
た
の
が『
一
水
会
定
款
』の
草
案
で
あ
り
、

総
会
の
承
認
を
経
て
、発
行
さ
れ
た
の
が
平
成

七
年
、
第
57
回
展
の
年
だ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り

一
水
会
は
、
創
立
以
来
、
初
め
て
正
式
に
規
約

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

今
思
え
ば
不
備
な
点
も
多
く
、
今
後
改
訂

を
必
要
と
す
る
部
分
も
あ
る
こ
と
と
思
う
が
、

と
も
あ
れ
、会
の
運
営
に
必
要
な
道
筋
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
確
か
な
こ
と
と
自
負
し

て
い
る
。

　
そ
し
て
、二
〇
一二
年
、都
美
館
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
完
了
の
年
に
開
催
さ
れ
た『「
公
募
団
体
ベ
ス

第81回一水会展　「断崖のシンフォニー・知床」　小川 游

贈
る
言
葉 
《
代
表
交
代
に
あ
た
り
》
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新　会　員　紹　介

第
81
回
一
水
会
展

展
　
評

浅
見 

文
紀

特集

新 泰郎さん
（石川）

中山 孝美さん
（群馬）

松田 寧子さん
（石川）

水谷 香織さん
（東京）

山本 正憲さん
（兵庫）

金泉 陽子さん
（神奈川）

樋谷 邦男さん
（広島）

　

会
場
で
モ
デ
ル
さ
ん
に
お
会
い
し

た
。「
一
水
会
展
、
変
わ
り
ま
し
た

ね
。」そ
う
話
し
な
が
ら
作
品
を
一
点

一
点
丁
寧
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
。

　

昨
年
80
回
記
念
展
が
終
了
し
、

今
年
の
一
水
会
展
は
七
十
八
名
の
新

入
選
の
方
々
を
お
仲
間
に
90
回
展
、

１
０
０
回
記
念
展
に
向
け
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。
魅
力
あ
る

力
作
が
二
十
室
ま
で
各
室
に
展
示
さ

れ
て
い
た
。
何
点
か
作
品
を
取
り
上

げ
て
み
た
い
。

「
共
鳴
」

広
川 

明
人 （
一
水
会
優
賞
）

　
バ
イ
オ
リ
ン
を
持
つ
少
女
に
左
方

向
か
ら
逆
光
ぎ
み
に
光
が
差
し
込
ん

で
い
る
。
繊
細
な
明
暗
の
表
現
が
立

体
感
、
存
在
感
を
生
み
出
し
質
感

を
高
め
て
い
る
。

「
ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
」

森
川 

定
男 （
一
水
会
優
賞
）

　

作
者
は
長
年
こ
の
テ
ー
マ
と
取
り

組
ん
で
い
る
。
ひ
ん
や
り
と
し
た
日

陰
の
部
分
と
従
業
員
を
照
ら
す
光

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
絶
妙
、
臨
場
感

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
緑
響
」

池
田 

賢
子 （
一
水
会
賞
）

　

中
央
に
躍
動
感
溢
れ

る
樹
木
が
聳
え
立
ち
画

面
全
体
を
緑
色
の
木
々

で
構
成
し
て
い
る
。一つ
の

塊
り
と
し
て
平
面
的
に

処
理
さ
れ
て
力
強
い
。

小
さ
な
段
差
を
流
れ
落

ち
る
水
が
緊
張
感
を
与

え
て
い
る
。

「
磯
の
香
り
」

市
原 

は
る
か

　

形
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て

心
地
好
い
。中
央
の
貝
殻

の
白
が
綺
麗
で
浮
き
球

の
青
と
ラ
ン
プ
の
赤
が
効
果
的
で
あ

る
。
お
か
れ
て
い
る
封
筒
と
ペ
ン
が

何
を
意
味
す
る
の
か
気
に
か
か
る
。

「
潮
さ
い
を
聞
き
な
が
ら
」

鈴
木
佳
代

　

ア
ト
リ
エ
で
制
作
し
て
い
る
の
は

作
者
な
の
か
ア
ニ
メ
チ
ッ
ク
な
空
気

が
漂
い
面
白
い
。
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た

モ
チ
ー
フ
が
今
に
も
踊
り
出
し
そ
う

で
生
命
体
の
よ
う
に
生
き
生
き
と
し

て
み
え
る
。
マ
チ
エ
ー
ル
が
踊
り
、

ス
テ
ン
シ
ル
を
取
り
入
れ
楽
し
そ
う

な
世
界
。

　

来
年
も
一
般
、
会
員
を
問
わ
ず

秀
作
が
発
表
さ
れ
る
も
の
と
確
信

す
る
。
故
・
髙
田
誠
先
生
は
現
場
ス

ケ
ッ
チ
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
、

そ
の
パ
ノ
ラ
マ
ス
ケ
ッ
チ
を
再
構
築

し
な
が
ら
一つ
の
作
品
を
創
り
上
げ

た
と
お
聞
き
し
て
い
る
。
ど
ん
な
技

法
を
用
い
た
と
し
て
も
ス
ケ
ッ
チ
や

デ
ッ
サ
ン
を
重
ね
抽
象
形
態
に
至
る

ま
で
、
そ
こ
か
ら
着
想
し
た
フ
ォ
ル

ム
、
色
彩
、
マ
チ
エ
ー
ル
を
追
及
す

る
姿
勢
が
大
切
に
思
え
る
。対
象
を

よ
く
観
る
事
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

小さな冬景色　　浅見 文紀
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文部科学大臣賞
野花　　平井 芳夫

一水会優賞
共鳴　　広川 明人

受　賞　の　こ　と　ば

文
部
科
学
大
臣
賞

平井 芳夫さん
（埼玉）

広川 明人さん
（新潟）

森川 定男さん
（愛媛）

池田 賢子さん
（埼玉）

一
　
水
　
会
　
優
　
賞

一
　
水
　
会
　
優
　
賞

一
　
水
　
会
　
賞

　

今
回
の
作
品
は
、娘
に
モ
デ
ル
を
頼
み
、何
度

か
近
く
の
自
然
が
多
く
残
る
河
原
に
出
か
け
ま

し
た
。
紅
葉
も
始
ま
り
か
け
て
い
る
野
原
に
、

夏
の
野
花
で
あ
る
ア
カ
ツ
メ
ク
サ
が
群
生
し
て
い

ま
し
た
。
娘
が
そ
れ
を
摘
ん
で
眺
め
て
い
る
様
子

か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。「
秋
の
入

り
口
に
迷
い
込
ん
だ
夏
の
野
花
を
、愛
お
し
げ
に

見
つ
め
て
い
る
様
子
」と
し
て
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、自
分
な
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
大

切
に
し
て
表
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
近
く
に
幾
つ
か
の
中
規
模
造

船
所
が
あ
り
、ド
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
垣
間
見
ら
れ
、

何
か
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

産
業
基
盤
を
支
え
る
現
場
、
そ
こ
で
働
く
人
た

ち
を
力
強
く
表
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
作
品
は
、
娘
の
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
制
作
し
ま
し
た
。
モ
デ
ル
の
娘

と「
共
鳴
」で
き
た
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

う
え
名
誉
あ
る
賞
ま
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
度
の
受
賞
を
励
み

と
し
、
よ
り
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

栄
え
あ
る
一
水
会
賞
を
受
賞
さ
せ
て
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
風
景
が
自
ら
の
力

を
伸
ば
し
て
く
れ
る
、
と
毎
回
現
場
に
キ
ャ
ン
バ

ス
を
運
び
描
い
て
い
ま
す
。
清
流
の
音
が
響
き
わ

た
る
緑
の
空
間
に
身
を
置
き
制
作
し
ま
し
た
。

未
熟
で
す
が
、
自
然
か
ら
学
び
体
で
吸
収
し
鍛

錬
し
な
が
ら
作
品
制
作
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。



4

機 関 紙 一 水 会　　2019年　No.13

奈良秋景　　辰巳 文一

一水会賞
緑響　　池田 賢子

一水会優賞
ドックヤード　　森川 定男

静物　　田中 義昭

厳冬の大欅（板下）　　酒井 昌之

山麓早春　　淺見 嘉正

航跡　　山本 耕造

晴れた日々　　李 志宏

巡礼路　　菊地 洋二

清流・岩ツツジ咲く頃　　青木 年広

損保ジャパン日本興亜美術財団賞
創造の時　　塚越 潤



5

機 関 紙 一 水 会　　2019年　No.13

◎	

文
部
科
学
大
臣
賞	

平
井
　
芳
夫
（
埼
　
玉
）

◎	

一
　
水
　
会
　
優
　
賞	

広
川
　
明
人
（
新
　
潟
）	

森
川
　
定
男
（
愛
　
媛
）

◎	

会
　
員
　
佳
　
作
　
賞	

岡
田
三
千
代
（
大
　
阪
）	

小
泉
　
玲
子
（
奈
　
良
）	

宮
崎
　
貴
至
（
奈
　
良
）

	
	

山
本
　
佳
子
（
岡
　
山
）

◎	

準
　
会
　
員
　
賞	

打
樋
　
留
美
（
栃
　
木
）	

川
尻
　
澄
江
（
千
　
葉
）	

小
松
　
正
弘
（
長
　
野
）

	
	

森
本
　
光
英
（
大
　
阪
）

◎	

一
　
水
　
会
　
賞	

池
田
　
賢
子
（
埼
　
玉
）

◎	

東
京
都
知
事
賞	

西
滝
　
直
人
（
大
　
阪
）

◎	

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
美
術
財
団
賞	

塚
越
　
　
潤
（
群
　
馬
）

◎	

奨
　
　
励
　
　
賞

	

安
井
曽
太
郎
奨
励
賞	

佐
竹
美
笑
子
（
大
　
阪
）	

石
井
柏
亭
奨
励
賞	

山
口
　
繁
雄
（
愛
　
知
）

	

山
下
新
太
郎
奨
励
賞	

寺
岡
　
克
三
（
奈
　
良
）	

有
島
生
馬
奨
励
賞	

浅
野
　
和
（
石
　
川
）

	

木
下
孝
則
奨
励
賞	

今
田
　
正
美
（
広
　
島
）	

硲
伊
之
助
奨
励
賞	

中
野
佳
鶴
子
（
北
海
道
）

	

小
山
敬
三
奨
励
賞	

黒
鳥
　
正
己
（
長
　
野
）	

木
下
義
謙
奨
励
賞	

福
居
　
路
子
（
石
　
川
）

◎	

新
　
　
人
　
　
賞	

下
田
美
知
子
（
埼
　
玉
）	

永
山
　
良
子
（
広
　
島
）

◎	

日
　
　
美
　
　
賞	

渡
邉
　
道
男
（
栃
　
木
）

◎	

一
　
般
　
佳
　
作
　
賞	

石
黒
　
郁
美
（
愛
　
知
）	

絵
本
　
正
子
（
大
　
阪
）	

岡
　
　
愛
子
（
埼
　
玉
）

	
	

岡
山
　
豊
樹
（
奈
　
良
）	

篠
原
　
一
宏
（
石
　
川
）	

須
田
泰
一
朗
（
奈
　
良
）

	
	

成
川
　
健
三
（
埼
　
玉
）	

林
　
　
米
子
（
東
　
京
）	

松
澤
　
泉
次
（
長
　
野
）

	
	

宮
原
　
耕
二
（
愛
　
知
）	

森
田
　
英
雄
（
東
　
京
）

◎	

委
　
員
　
推
　
挙	

保
坂
　
　
晶
、
山
下
　
審
也 

（
以
上
二
名
）

◎	

会
　
員
　
推
　
挙	

新
　
　
泰
郎
、
金
泉
　
陽
子
、
樋
谷
　
邦
夫
、
中
山
　
孝
美
、
松
田
　
寧
子

	
	

水
谷
　
香
織
、
山
本
　
正
憲 

（
以
上
七
名
）

◎	

会
　
友
　
推
　
挙	

芦
原
　
里
美
、
阿
部
　
賢
一
、
石
田
　
輝
男
、
磯
村
　
千
夏
、
井
上
　
茂
文

	
	

岩
橋
　
洋
二
、
岩
淵
　
伸
平
、
上
馬
　
敏
栄
、
上
田
美
佐
子
、
大
江
　
正
弘

	
	

大
島
　
　
勉
、
大
谷
　
　
晶
、
岡
村
伊
裟
雄
、
岡
本
　
啓
子
、
尾
高
　
榮
子

	
	

小
野
　
ひ
で
、
柏
　
好
太
郎
、
片
岡
　
知
道
、
清
見
　
　
至
、
小
菅
　
雄
太

	
	

小
谷
　
純
子
、
後
藤
多
喜
子
、
小
針
　
初
美
、
小
山
　
峰
民
、
篠
尾
惠
美
子

	
	

杉
崎
　
健
二
、
鈴
木
美
枝
子
、
鈴
木
　
雄
三
、
高
橋
　
澄
子
、
髙
間
　
恭
子

	
	

竹
田
　
修
一
、
武
部
　
赳
彦
、
寺
岡
　
清
子
、
中
本
　
智
昭
、
早
川
　
裕
子

	
	

林
　
　
米
子
、
半
田
　
　
眞
、
福
居
　
路
子
、
星
川
　
　
學
、
本
間
　
健
一

	
	

真
鍋
　
弘
子
、
真
野
加
余
子
、
宮
田
　
米
子
、
目
黒
　
　
勲
、
茂
木
　
　
茂

	
	

森
　
　
和
彦
、
森
　
　
勝
弘
、
安
田
　
庄
一
、
山
口
三
津
彦
、
山
本
　
孝
子

	
	

吉
田
　
勝
一
、
若
狭
　
孝
治
、
和
田
　
　
秀
、
渡
辺
　
一（

以
上
五
十
四
名
）

磯の香り　　市原 はるか 自画像（九〇才記念）　　森本 光英

ミクロの世界　　大江 正弘

潮さいを聞きながら　　鈴木 佳代 帰り道　　中野 玲子
映　　打樋 留美

入
　
　
　
賞
　
　
　
者

推
　
　
　
　
　
　
　
挙
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さ
き
や
：
本
日
、
デ
ッ
サ
ン
会
が
あ

り
ま
す
が
、
昨
年
は
ど
ん
な
成
果

が
あ
り
ま
し
た
か
？ 

ね
ら
い
も
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

一
の
瀬
：
39
回
展
は
講
評
会

だ
け
で
し
た
。
そ
の
前
年
に

初
め
て
寺
井
重
三
先
生
か
ら

「
一
の
瀬
、
お
前
が
や
れ
。」

と
言
わ
れ
た
ん
で
す
ね
。
40

回
の
記
念
展
に「
人
物
デ
ッ
サ

ン
会
」は
人
も
入
る
だ
ろ
う

し
、
神
奈
川
一
水
会
の
将
来

と
発
展
の
た
め
に
お
願
い
さ

れ
た
。
昨
年
は
菊
地
洋
二
、

鍵
主
恭
夫
の
両
先
生
に
講
師

を
お
願
い
し
て
、
結
構
評
判

が
良
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
で

今
年
も
と
い
う
事
で
、
今
回

は
池
田
、
斉
藤
、
菊
地
の
三
氏
に

よ
る
豪
華
版
で
。

さ
き
や
：
菊
地
先
生
、昨
年
の
手
応

え
は
？

菊
地
：
結
構
描
け
る
人
が
多
く
来
て

ま
し
た
か
ら
ね
、
一
水
会
展
に
出
し

て
い
な
い
方
で
す
ご
く
上
手
な
方
が

い
て
、
住
所
を
ち
ゃ
ん
と
控
え
て
お

け
ば
良
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た

ね
。

西
：
参
加
者
の
募
集
は
？

菊
地
：
会
場
に
貼
り
出
し
た
だ
け
で

す
。
去
年
の
場
合
は
定
員
二
十
五

名
、
あ
っ
と
い
う
間
に
埋
ま
っ
て
し

ま
っ
た
ね
。
去
年
の
あ
ざ
み
野
の
会

場
は
、イ
ー
ゼ
ル
も
あ
る
美
術
の
部

屋
で
す
。

加
曽
利
：
今
年
は
遠
慮
し
た
の
か
、

参
加
者
は
十
七
名
。「
イ
ー
ゼ
ル
の

用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
、
部
屋
は
原

状
回
復
」と
書
い
た
か
ら
か
な
。

斉
藤
：
昨
年
は
手
ぶ
ら
で
も
参
加
で

き
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
今
回
は
、

展
覧
会
場
で
公
開
で
す
る
と
い
う
事

も
影
響
し
た
。
人
に
見
ら
れ
た
く
な

い
、
敷
物
も
持
参
し
て
、
片
付
け

な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
と
色
々
考
え
た

の
で
は
。
一
の
瀬
先
生
は「
観
覧
者

の
た
め
の
展
覧
会
な
の
に
、
会
場
で

す
る
と
ク
レ
ー
ム
が
来
る
の
で
は
な

い
か
。」と
心
配
さ
れ
て
ま
し
た
。

さ
き
や
：
他
の
会
で
も
展
覧
会
場

で
、デ
ッ
サ
ン
の
公
開
講
座
な
ど
や

り
ま
す
よ
、
二
時
間
位
。
人
が
た

く
さ
ん
来
て
、観
て
る
方
が
通
れ
な

い
と
苦
情
も
来
る
事
も
あ
る
け
れ

ど
結
構
や
れ
て
ま
す
ね
。

池
田
：
で
も
、運
良
く
公
開
講
座
を

観
ら
れ
て
よ
か
っ
た
、と
言
う
人
も

多
い
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
人
は
そ

れ
を
声
に
出
さ
な
い
ん
で
す
よ
。

さ
き
や
：
前
年
の
講
座
の
優
秀
作
品

は
、
今
年
の
展
示
に
参
考
作
品
と

し
て
出
し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
の
で

は
。

池
田
：
そ
う
で
す
ね
。

さ
き
や
：
公
募
す
る
に
あ
た
っ
て
は

何
か
大
き
な
き
っ
か
け
が
？

一
の
瀬
：
寺
井
重
三
先
生
が
ご
存
命

の
時
に
、「
こ
の
展
覧
会
を
な
ん
と
か

し
た
い
ね
」と
。
公
募
展
な
ど
ど
う

第41回

神
奈
川
一
水
会
作
家
展

初
め
て
の
公
募
と
公
開
デ
ッ
サ
ン
会

　
横
浜・山
下
公
園
前
の「
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」で
、五
月
十
四
日

か
ら
十
九
日
ま
で「
神
奈
川
一
水
会
作
家
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
神
奈
川
県
下
で
の
公
募
を
始
め
、展
示
総
数
は
同
人
三
十
八
点
、公

募
入
選
者
三
十
七
点
の
計
七
十
五
点
。来
場
者
は
一
一
七
六
名
で
し
た
。

　
五
月
十
七
日
、代
表
の
一の
瀬
洋
、デ
ッ
サ
ン
会
講
師
の
池
田
清
明
、斉
藤
蕙
子
、

菊
地
洋
二
、事
務
局
長
加
曽
利
光
男
の
五
名
の
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「一水会と神奈川一水会作家展」
　有島生馬（鎌倉）、木下孝則（横浜）、小山敬三（茅ヶ崎）、安井
曽太郎（湯河原）ら、創立者が神奈川県内に居を定めたことは、
一水会の作風と、ここ神奈川の開明的風土との関連を物語って
います。
●神奈川一水会作家展は、昭和54（1979）年、県内在住の一
水会委員・会員によって、横浜市民ギャラリーを会場に「神奈川
一水会会員展」の名称で始まり、平成元（1989）年の第11回展
まで継続されたものを前身としています。
●昭和64（平成元）年、一水会で会の革新活性化をはかるため
「従来の委員は会員とし、会員はすべて会友にする」という大改
革が行われたため、神奈川一水会会員展も「会員展」としての存
続が不可能となり、一旦解散のやむなきに至りました。
●翌平成2（1990）年、神奈川展の存続を願う新制度下での県
内の一水会会員・会友・一般受賞者が集い、その有志をもって同
人組識としての「神奈川一水会作家展」を結成し、第1回展を横
浜市民ギャラリーで開いて以来、現在に亘っております（その後
一水会も組織の調整が進み、委員、会員、会友、一般出品者
の形になりました）。
●平成15（2003）年の第14回展からは推薦作家制度を設け、
前年度の一水会展に入選した県内の一般出品者も加わるように
なりました。
●平成22（2010）年、前年「第20回記念展」を終え、旧、神奈
川一水会会員展の11回分を加算し「第32回展」に改定。

会場に掲示された紹介パネルからの抜粋
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で
し
ょ
う
か
と
お
こ
た
え
す
る
と
、

「
そ
り
ゃ
、
い
い
ね
え
！
」っ
て
。
そ

れ
が
寺
井
先
生
と
僕
が
最
後
に
交

わ
し
た
言
葉
。
そ
の
遺
志
を
継
い

で
、
公
募
展
を
や
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
と
考
え
た
ん
で
す
よ
。

審
査
や
、
応
募
作
品
を
置
く
部
屋

と
か
。
私
も
関
わ
る
現
代
パ
ス
テ
ル

協
会
の
一
般
審
査
は
写
真
な
ん
で
す

よ
。
三
十
年
や
っ
て
い
て
そ
れ
は
う

ま
く
行
っ
て
い
る
ん
で
す
。
入

落
だ
け
は
写
真
で
判
定
し
て
、

賞
を
決
め
る
と
き
は
現
物
審

査
が
い
い
よ
と
言
う
こ
と
で
、

初
日
に
神
奈
川
在
住
の
運
営

委
員
で
賞
を
決
め
た
。
丹
羽

章
先
生
、
池
田
先
生
、
斉
藤

先
生
に
お
願
い
し
て
僕
が
司
会

を
し
て
奨
励
賞
一
点
、佳
作
賞

三
点
で
決
ま
り
ま
し
た
。
極
め

て
公
平
だ
っ
た
と
、
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

菊
地
：
公
募
展
を
や
る
と
い
う

知
ら
せ
を
、
絵
の
具
屋
さ
ん

に
置
い
て
周
知
す
る
と
い
う
事

は
全
く
し
て
な
い
ん
で
す
よ
。

応
募
要
項
は
同
人
の
関
係
の

方
だ
け
で
、
後
は
口
コ
ミ
で
す

よ
。
そ
れ
で
意
外
と
多
く
集

ま
っ
た
。

西
：
何
名
ぐ
ら
い
？

一
の
瀬
：
四
十
名
位
か
な
。
吉

崎
道
治
先
生
に
は
何
点
か
不
満
な

作
品
が
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、

「
人
集
め
だ
か
ら
、
僕
ら
が
育
て
る

か
ら
、
長
い
目
で
見
て
く
だ
さ
い
。」

と
お
許
し
頂
い
て
。
そ
れ
も
陳
列
し

ま
し
た
。
二
点
入
選
で
も
い
い
か
な

と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
場

の
関
係
で
、
一
人
一
点
で
。

池
田
：
で
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
、

最
初
は
十
名
程
か
と
思
っ
て
ま
し
た

か
ら
。
そ
れ
が
あ
ん
な
に
仰
山
、二

段
掛
け
を
心
配
す
る
程
で
し
た
。
大

成
功
で
す
よ
。

一の
瀬
：
小
川
游
先
生
が
ね
、前
に
進

め
て
い
け
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。

そ
の
言
葉
で
非
常
に
勇
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
吉
崎
先
生
、
田
中
義
昭

先
生
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
っ

て
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
、
反
対
し

な
か
っ
た
か
ら
、
三
人
の
先
生
方
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

さ
き
や
：
応
募
要
項
で
は
一
人

何
点
ま
で
？

一の
瀬
：一
人
二
点
ま
で
。
半
数

く
ら
い
は
二
点
応
募
で
、三
点

の
方
も
い
ま
し
た
。

　

号
数
は
事
前
に
吉
崎
先
生

と
相
談
し
て
、
30
号
50
号
で

は
無
理
が
あ
る
か
ら
８
号
か

ら
20
号
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
。
出
品
料
も
三
千
円
と
い
う

事
で
決
ま
っ
た
。
神
奈
川
や
、

本
部
の
先
生
達
に
相
談
し
な
が

ら
、
神
奈
川
一
水
会
と
し
て
発

展
し
て
行
け
ば
い
い
な
と
。
他

の
地
域
も
切
磋
琢
磨
し
て
そ
れ

ぞ
れ
が
発
展
し
て
行
け
ば
、
一

水
会
全
体
も
発
展
し
て
い
く
の

で
は
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

斉
藤
：
初
日
搬
入
で
し
た
が
、

朝
九
時
に
時
間
厳
守
と
い
う
事

で
結
構
き
つ
か
っ
た
よ
う
で
す

よ
。

一
の
瀬
：
こ
れ
か
ら
は
指
定
の
業
者

宛
に
宅
配
便
で
作
品
を
送
っ
て
も
ら

っ
て
、
そ
こ
か
ら
ま
と
め
て
搬
入
し

て
も
ら
う
、
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
も

考
え
て
い
ま
す
。

菊
地
：
今
年
の
募
集
は
限
定
的
で
し

た
け
れ
ど
、さ
ら
に
広
く
募
集
す
れ

ば
も
っ
と
集
ま
る
の
で
は
。
一
水
会

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
け
れ
ど
、
こ
こ

を
足
が
か
り
に
し
て
と
。

一
の
瀬
：
写
真
審
査
は
神
奈
川
の
運

営
委
員
七
人
で
や
り
ま
し
た
。

池
田
：
作
品
写
真
と
実
作
と
で
は
、

か
な
り
違
い
が
あ
る
け
ど
ね
。

斉
藤
：
今
回
、
出
し
た
い
と
い
う
人

が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
事
が
わ
か

り
ま
し
た
。

さ
き
や
：一
水
会
展
で
は
50
号
か
ら

の
募
集
で
す
が
、
今
後
、
神
奈
川

県
で
は
？

菊
地
：
８
号
を
１
０
０
号
に
す
る
の

は
難
し
い
。
20
号
な
ら
本
展
に
転
化

で
き
る
大
き
さ
で
す
ね
。

池
田
：
指
導
す
れ
ば
伸
び
る
人
は
い

ま
す
よ
。

一の
瀬
：「
一
水
会
」と
名
の
入
っ
て
い

る
会
に
入
選
で
き
た
の
は
嬉
し
い
と

い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
の
で
ね
。
向

上
心
が
あ
れ
ば
神
奈
川
に
い
い
先
生

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、
好
き
な

先
生
に
指
導
し
て
頂
い
て
。
僕
の
役

目
は
幅
を
広
く
裾
野
を
広
げ
る
こ

と
で
す
。
そ
の
中
か
ら
先
生
達
に
選

ん
で
頂
く
。

池
田
：
な
ん
で
も
き
っ
か
け
が
必
要

で
す
よ
。

さ
き
や
：
実
は
来
年
ね
、他
の
県
で

も
公
募
を
考
え
て
い
る
ら
し
い
で
す

が
、
何
か
お
伝
え
す
る
よ
う
な
事 1980年の第2回展DM
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が
あ
れ
ば
？

一
の
瀬
：
そ
う
で
す
ね
、
現
物
審
査

が
一
番
で
す
よ
。
そ
れ
に
は
審
査
す

る
場
所
、
審
査
し
て
か
ら
展
覧
会

ま
で
保
管
す
る
場
所
、選
に
漏
れ
た

も
の
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
三
項
目

が
大
事
で
す
よ
。

池
田
：
審
査
は
す
る
け
れ
ど
、あ
ま

り
厳
し
く
し
な
く
て
い
い
と
思
う
ん

　
「
北
海
道
の
緑　

佐
藤
進
・

佐
藤
道
雄
と
一
水
会
の
画
家

た
ち
」と
題
す
る
大
規
模
な
企

画
展
が
開
か
れ
、
時
の
話
題

を
あ
つ
め
ま
し
た
。
展
覧
会
で

は
、
佐
藤
道
雄
運
営
委
員
と

そ
の
父
、
佐
藤
進
氏
の
作
品

を
中
心
に
、
中
村
善
策
、
富

樫
正
雄
、
小
竹
義
夫
ら
一
水

会
歴
代
の
作
家
に
加
え
、一
水

会
所
属
の
北
海
道
在
住
作
家

十
一
名
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
北
海
道
の
清
々
し
い
緑

の
風
景
を
唯
一
無
二
の
も
の
と

し
て
再
発
見
さ
せ
る
企
画
と

な
り
ま
し
た
。

で
す
よ
。
落
と
し
た
ら
、そ
の
人
は

嫌
に
な
っ
て
も
う
出
さ
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
来
年
六
十
点
だ
っ
た
ら
二

段
が
け
に
し
て
も
い
い
と
思
う
ん
で

す
よ
。

斉
藤
：
展
示
さ
れ
て
い
る
自
分
の
絵

を
見
に
何
回
も
来
て
る
ん
で
す
よ
。

関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
の
が
一
番
い
い

で
す
よ
ね
。

一
の
瀬
：
神
奈
川
県
で
は
、一
水
会
に

展
示
さ
れ
る
と
い
う
の
は
ス
テ
ー
タ

ス
な
ん
で
す
よ
。

菊
地
：
会
場
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す

が
、
有
島
生
馬
、
安
井
曽
太
郎
、

木
下
孝
則
、
小
山
敬
三
も
神
奈
川

で
し
ょ
。
そ
う
い
う
こ
と
で
一
水
会

は
知
れ
渡
っ
て
い
て
。

斉
藤
：
応
募
し
た
方
は
、
大
き
い
絵

を
描
い
た
事
が
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
こ
こ
か
ら
ど
う
す
る
か
で
す

よ
。

　
公
募
で
入
選
し
た
作
品
が
並
ぶ

会
場
で
の
公
開
デ
ッ
サ
ン
会
。
い
ざ

始
ま
る
と
、
描
く
人
は
モ
デ
ル
に

集
中
し
、
講
師
の
先
生
方
は
指
導

に
専
念
し
、
来
場
者
は
そ
の
様
子

を
興
味
深
く
見
て
い
ま
し
た
。出
来

上
が
っ
た
絵
を
並
べ
て
の
講
評
会
。

懸
念
さ
れ
た
展
覧
会
場
で
の
デ
ッ
サ

ン
会
は
、
参
加
さ
れ
た
方
と
見
学

さ
れ
て
い
た
方
の
笑
顔
と
拍
手
で
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

　「
神
奈
川
一
水
会
作
家
展
」の
皆
様

の
努
力
が
実
り
、
来
年
以
降
の
大

き
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
事
を
実
感
し

た
一
日
で
し
た
。 （

西 

真
里
子 

記
）今年度の公募のお知らせ 閉会の挨拶をする一の瀬洋代表

一水会作家一堂に!
「北海道の緑」展
佐藤進・佐藤道雄と
一水会の画家たち

７月20日～９月16日
市立小樽美術館
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練
馬
区
早
宮
の
閑
静
な
住
宅
街

に
一
水
会
ゆ
か
り
の
作
家
、
永
井
潔

氏
が
晩
年
に
作
品
を
制
作
さ
れ
て
い

た
ア
ト
リ
エ
が
あ
り
ま
す
。
三
年
ほ

ど
前
、こ
の
ア
ト
リ
エ
を
公
開
す
る

か
た
ち
で『
永
井
潔
ア
ト
リ
エ
館
』が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
毎
週
末
、

土
曜
日
だ
け
開
館
す
る
こ
の『
ア
ト

リ
エ
館
』、
故
・
永
井
潔
氏
の
ご
長

女
、
永
井
愛
さ
ん
が
館
長
と
し
て

ご
近
所
の
友
人
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を

得
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

愛
さ
ん

は
、
劇
団『
二
兎
社
』を
主
宰
し
日

本
の
演
劇
界
を
代
表
す
る
著
名
な

劇
作
家
、
演
出
家
で
、
鶴
屋
南
北

戯
曲
賞
、
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
個
人

賞
な
ど
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い

る
方
で
す
。

　

ご
近
所
か
ら
集
ま
っ
た
料
理
自
慢

の
ご
婦
人
方
が
一
階
の『
絵
の
あ
る

カ
フ
ェ
』で
食
堂
兼
カ
フ
ェ
を
切
り

盛
り
す
る
館
内
は
、
い
い
匂
い
の
す

る
、明
る
く
暖
か
い
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
す
。
梅
雨
の
雨
が
や
さ
し

い
週
末
、
こ
の
ア
ト
リ
エ
館
を
訪
ね

て
み
ま
し
た
。

　

路
地
の
突
き
当
り
に
パ
レ
ッ
ト
の

形
を
し
た
看
板
、『
永
井
潔
ア
ト
リ

エ
館
』と
あ
る
。
左
手
に
繋
が
る
中

二
階
に
、三
階
ま
で
吹
き
抜
け
の
大

き
な
窓
が
あ
り
、
こ
こ
が
ア
ト
リ
エ

の
よ
う
で
す
。
玄
関
を
入
り
左
手
の

階
段
を
上
が
る
と
そ
こ
が
展
示
室

と
な
っ
て
い
て
、壁
に
掛
け
ら

れ
た
一
水
会
展
や
日
本
ア
ン
デ

パ
ン
ダ
ン
展
に
出
品
さ
れ
た
人

物
の
大
作
が
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
永
井
潔
氏
は
一
九
一
六
年

群
馬
県
生
ま
れ
、
一
九
三
三

年
に
第
一
高
等
学
校（
東
京
大

学
）理
科
乙
類
に
入
学
、そ
の

二
年
後
に
同
校
を
退
学
し
、

二
科
技
塾
研
究
所
に
通
い
絵

を
学
び
ま
す
。「
硲
先
生
と
の

接
点
は
？
」、「
父
は
本
郷
の

〝
落
第
横
丁
〟と
い
う
飲
み
屋

街
の
天
ぷ
ら
屋
さ
ん
に
硲
伊

之
助
先
生
を
紹
介
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
の
よ
う
で
す
。
先

生
は
ち
ゃ
ん
と
学
校
を
出
な
さ
い
と

言
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
も
絵
が
描

き
た
く
て
一
高
を
中
退
し
ち
ゃ
っ
て

…
」。
そ
う
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
、

永
井
潔
氏
が
描
い
た
作
品
は
徹
底
し

た
リ
ア
リ
ズ
ム
。「
世
界
の
新
傾
向

に
素
早
く
半は
ん
の
う應
す
る
よ
う
な
方
向

に
は
、私
の
興
味
は
遂
に
広
が
ら
な

か
っ
た
。の
ろ
ま
な
一
生
…
」と
述
懐

す
る
氏
の
眼
に
映
る
何
気
な
い
日
常

の
風
景
や
身
近
な
人
物
は
、
常
に

魅
力
を
は
ら
ん
で
生
き
い
き
と
観
る

者
を
瞠
目
さ
せ
ま
す
。
第
３
回
一
水

会
展
に
初
出
品
、
第
８
回
展
で
髙

田
誠
先
生
や
木
村
辰
彦
先
生
と
と

も
に
会
員
に
推
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

正
面
壁
に
か
か
る
、
第
15
回
一
水

会
展
で
会
員
優
賞
を
受
け
た
50
号

の
油
彩
、「
母
」の
ま
な
ざ
し
に
惹
き

込
ま
れ
ま
す
。
一
水
会
へ
は
、
第
26

回
展
ま
で
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
階
段

の
壁
か
ら
時
季
折
々
の
企
画
作
品
の

展
示
が
あ
り
、
こ
の
度
は『
ゆ
き
な

り
さ
ん
ぼ
う
・ヨ
ー
ロ
ッ
パ
紀
行
』。

永
井 

潔
ア
ト
リ
エ
館
に
出
か
け
て
み
ま
し
た

毎
週
土
曜
日
だ
け
オ
ー
プ
ン
の
心
惹
か
れ
る
空
間
！
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永
井
氏
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
七
か
国
を
旅
し
た
時
に
描
い

た
作
品
か
ら
水
彩
、
油
彩
作
品
二

十
二
点
と
、そ
の
時
持
ち
帰
っ
た
楽

し
い
思
い
出
の
品
々
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

氏
が
創
立
に
参
加
し
、代
表
を
務

め
た「
日
本
美
術
会
」は
、
会
内
に

批
評
家
を
擁
す
る
数
少
な
い
会
で
、

「
芸
術
の
創
造
は
作
家
と
批
評
家

と
が
車
の
両
輪
の
よ
う
に
批
判
、

反
批
判
を
繰
り
返
す
中
で
初
め
て

前
進
で
き
る
」と
し
て
い
ま
す
。
永

井
氏
に
は
認
識
論
、
反
映
論
を
主

と
し
た
著
作
も
多
く
、『
芸
術
論
ノ

ー
ト
』、『
芸
術
と
自
由
』、『
芸
術

の
伝
統
と
創
造
』、『
真
理
に
つ
い
て
』

（
没
後
に
出
版
）な
ど
…
日
本
美
術

会
を
力
強
く
牽
引
し
た
方
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。

　

取
材
の
間
に
も
入
れ
代
わ
り
立
ち

代
わ
り
の
お
客
さ
ま
。「
た
く
さ
ん

見
え
て
い
ま
す
ね
」、「
ア
ト
リ
エ
館

だ
け
よ
り
も
、コ
ー
ヒ
ー
も
飲
め
て

お
昼
食
べ
ら
れ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
…
ね
。
こ
こ
の
ラ
ン

チ
目
当
て
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
客
さ

ま
も
多
い
ん
で
す
」（
愛
さ
ん
）食
材

に
こ
だ
わ
っ
て
つ
く
る
ラ
ン
チ
、『
お

家
ご
は
ん
』が
味
わ
え
る
と
、
大
人

気
で
す
。「
地
域
の
方
が
週
一
回
集

ま
っ
て
料
理
の
腕
を
振
る
い
、
と
も

に
愉
し
む
場

所
。
地
域
に

根
ざ
す
っ
て

こ
う
い
う
形

も
あ
る
ん
で

す
ね
」、「
そ

う
言
っ
て
い

た
だ
け
る
と

う
れ
し
い
。い

ま
は
経
済
的

な
事
情
で
大
赤
字
で
す
…
で
も
、頑

張
り
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
愛

さ
ん
）絵
の
あ
る
カ
フ
ェ
に
は『
日
本

の
わ
ら
い
話
』の
愉
快
な
挿
絵
原
画

が
飾
ら
れ
、
永
井
氏
の
芸
術
の
幅

広
さ
が
良
く
伝
わ
る
展
示
で
し
た
。

　
い
ま
、
同
館
で
は
二
〇
二
〇
年
一

月
二
十
五
日
ま
で
、毎
週
土
曜
日
に

『
絵
描
き
の
一
人
娘
展
』を
開
い
て
い

ま
す
。
永
井
潔
氏
は
、
愛
娘
の
愛

さ
ん
が
誕
生
す
る
と
、
彼
女
の
成

長
を
見
守
る
か
の
よ
う
に
彼
女
が

長
ず
る
ま
で
、
た

く
さ
ん
の
デ
ッ
サ

ン
や
油
彩
作
品
の

制
作
を
続
け
ま
し

た
。
今
展
で
は
そ

の
中
か
ら
愛
さ
ん

ご
自
身
が
選
ん
だ

珠
玉
の
作
品
、
約

三
十
点
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。「
久

留
米
絣
」を
は
じ
め
と
す
る
油
彩
画

の
秀
作
、
日
記
の
よ
う
に
描
き
続

け
ら
れ
た
沢
山
の
魅
力
的
な
デ
ッ
サ

ン
は
、
父
親
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
に

溢
れ
て
、目
も
心
も
奪
わ
れ
ま
す
。

見
ご
た
え
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
展
示

で
し
た
。

　

土
曜
日
だ
け
開
か
れ
る『
永
井
潔

ア
ト
リ
エ
館
』、
有
楽
町
線
の
平
和

台
駅
か
ら
歩
い
て
八
分
ほ
ど
で
す
。

こ
の
機
会
に
可
愛
ら
し
い
、『
絵
の

な
か
の
愛
さ
ん
』に
会
い
に
行
き
ま
せ

ん
か
？　
　
（
さ
き
や 

あ
き
ら 

記
）

永井潔アトリエ館
東京都練馬区早宮4-6-5

www.nagaikiyoshi-atelier.com

毎週土曜日11時～17時 　　　　
（1月4日休館）  一般：300円  　　　　

お問い合わせ：　　　　　　　　
info@nagaikiyoshi-a.com　

久留米絣　1978年

母　1950年
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第
80
回
記
念
一
水
会
展
の
特
別
企

画「
も
う
一
度
見
た
い
、一
水
会
80
年

の
画
家
た
ち
」で
展
示
さ
れ
た
木
村

辰
彦
先
生
の
作
品「
静
物
」（
Ｍ
40
）

を
含
む
十
五
点
が
今
春
、
ご
家
族

　

同
研
究
会
は
一
水
会

展
、
日
展
な
ど
に
応
募
、

出
品
す
る
絵
を
対
象
と
し

て
、
委
員
と
日
展
審
査
経

験
者
ら
が
、よ
り
良
い
作
品

完
成
の
た
め
に
助
言
し
、参

加
者
を
激
励
す
る
集
ま
り

で
す
。
各
回
と
も
全
国
か

ら
六
十
名
程
が
制
作
中
の

絵
を
持
ち
寄
り
ま
し
た
。

持
ち
時
間
内
で
構
想
を
語

り
、厳
し
い
批
評
を
仰
ぐ
様

子
に
は
緊
張
感
が
あ
り
、

参
加
者
か
ら
は
更
な
る
意

欲
を
得
て
い
る
こ
と
が
感
じ

取
れ
ま
し
た
。

　

特
に
六
月
の
研
究
会
で

は
、
一
水
会
展
応
募
作
も

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
作

品
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
最
適

で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ

い
。　
　
　
　
　
　

（
新
井 

隆 

記
）

よ
り
安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館

に
寄
贈
さ
れ
、
お
披
露
目
の
展
覧

会
が
四
月
二
十
七
日
か
ら
六
月
二
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

残
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
望

む
瀟
洒
な
美
術
館
の
庭
は
、バ
ラ
祭

で
賑
わ
い
、展
示
室
に
は
高
田
博
厚

の
彫
刻
も
数
点
置
か
れ
て
、
美
術

館
な
ら
で
は
の
趣
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
作
品
修
復
・
新
規
収
蔵
記
念

木
村
辰
彦
展
」と
称
さ
れ
た
会
場

に
は
、一
九
五
二
年
制
作
の
油
彩
画

「
小
娘
」（
Ｐ
20
）が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
作
品
は『
美
術
館
の
開

設
を
祝
っ
て
市
内

の
有
志
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
が
、
非
常

に
劣
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
知
っ

た
木
村
先
生
の
ご

長
女
か
ら
修
復
の

寄
付
の
申
し
出
が

あ
り
、
修
復
の
専
門
家
の
手
で
一
年

を
か
け
て
見
事
に
甦
っ
た
。』と
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
九
六
九
年
制
作
の
自
画
像「
か

が
み
」（
Ｆ
30
）と
、
一
九
五
二
年
制

作
の
妻
の
像「
マ
ン
ド
リ
ン
」（
Ｐ
20
）

も
展
示
さ
れ
、安
曇
野
に
住
ん
で
い

た
当
時
の
木
村
家
の
温
か
い
様
子
も

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

収
蔵
作
家
の
中
に
は
、
石
井
柏

亭
、
山
下
新
太
郎
の
名
も
あ
り
、

美
し
い
風
景
の
長
野
と
一
水
会
の
繋

が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

（
西 

真
里
子 

記
）

作
品
修
復 

・ 

新
規
収
蔵
記
念

木
村 

辰
彦 

展

安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館

第1回 ６月30日（日）  第2回 ９月22日（日）  芥子園研究会開催  午前９時半～午後４時  日展会館（上野桜木）にて

「フリージア」 F6号 「静物」 F25号 「マーガレット」 F4号

「小娘」 P20号

「かがみ」 F30号

「静物」 M40号 「銀盆に洋梨のある静物」 F6号
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一
水
会
は
、
創
立
以
来
、
着
実
に

規
模
を
拡
大
し
な
が
ら
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
が
、近
年
の
公
募
美
術

団
体
衰
退
ム
ー
ド
の
中
で
は
、往
年

の
力
強
さ
を
保
つ
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
私
達

は
、そ
れ
を
む
し
ろ
好
機
と
し
て
捉

え
、
現
在
こ
の
会
の
持
つ「
相
互
扶

助
の
精
神
」を
大
い
に
発
揮
し
て
、

さ
ら
に
魅
力
的
な
会
と
な
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、近
い
将
来
を
見
据
え
て
構

想
を
練
り
、必
要
に
迫
ら
れ
る
様
々

な
提
案
を
運
営
委
員
会
に
提
出
し

て
ゆ
く
集
団
、『
作
業
部
会
』を
十

数
名
の
委
員
で
組
織
し
て
、今
春
よ

り
活
動
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
進
捗
状
況
を
こ
こ
に

ご
報
告
し
、併
せ
て
皆
様
方
に
は
、

作
業
部
会
の
活
動
へ
の
ご
理
解
と
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
作
業
部
会
は
、
三
月
、
五

月
、
六
月
、
九
月
に
開
か
れ
、
毎

回
活
発
な
討
論
が
な
さ
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
一
水
会
展
の
当
面
す
る
課
題
と
し

て
は
、次
の
よ
う
な
事
柄
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。（
既
に
取
り
組
み
が
始

め
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。）

❶
大
作
と
共
に
、
50
号
、
60
号
の

中
型
作
品
に
も
重
き
を
置
い
て
評

価
し
、
審
査
す
る
。

❷
よ
り
鑑
賞
し
易
い
環
境
と
な
る

よ
う
な
会
場
の
設
営
と
展
示
方
法

の
工
夫
。

❸
出
品
の
な
い
、ま
た
は
少
な
い
地

域
に
向
け
て
出
品
を
促
す
対
策
は

な
い
か
。

❹
全
委
員
が
毎
年
審
査
に
携
わ
れ

る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
、よ

り
丁
寧
で
十
全
な
審
査
が
で
き
る

方
向
を
摸
索
す
る
。

　
そ
の
な
か
で
審
査
基
準
も
、現
代

（
現
在
）を
見
つ
め
る
眼
、
新
鮮
な

感
性
の
認
め
ら
れ
る
作
品
を
、
よ

り
重
視
す
る
よ
う
に
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

　

作
業
部
会
で
は
、一
水
会
が
こ
の

会
を
構
成
す
る
皆
様
方
の
お
役
に
立

て
る
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
、

目
指
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

作
業
部
会
が
始
動
し
ま
し
た

当
面
の
課
題
と
し
て

考
え
ら
れ
る
こ
と

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

短 

信

は
、
手
初
め
に
会
内
の
実
情
を
リ

ア
ル
に
つ
か
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
会
員
、
準
会
員
及
び
会
友

の
一
部
を
対
象
と
し
て
、「
ア
ン
ケ
ー

ト
」を
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。（
対
象
者
に
は
、
既
に
用
紙

が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
）

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
翌
年
一
月
末
を
目

途
に
回
収
、
そ
の
後
集
計
、
分
析

を
し
て
今
後
の
作
業
部
会
の
活
動
の

指
針
づ
く
り
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
会
員
、
準
会

員
、
会
友
の
方
々
の
制
作
活
動
上

の
悩
み
や
問
題
の
う
ち
、一
水
会
が

手
助
け
で
き
る
よ
う
な
内
容
の
ご
相

談
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

会
へ
の
希
望
や
、
今
後
、
会
を
運
営

し
て
い
く
う
え
で
役
に
立
ち
そ
う
な

ご
提
案
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
さ
き
や 
あ
き
ら 

記
）

カ
ッ
ト
も

　

昨
年
の
十
二
月
、一
水
会
で
長
く

ご
活
躍
さ
れ
た
川
上
一
巳
先
生
が
八

十
九
歳
で
亡
く
な
ら
れ
、
地
元
岡

山
と
、
信
州
で
遺

作
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

穏
や
か
な
人
物

画
で
知
ら
れ
る
先

生
は
実
は
現
場
主

義
の
風
景
画
家
で

も
あ
り
ま
し
た
。

師
は
中
村
琢
二
先

生
で
信
州
、
尾
道

や
鞆
の
浦
、
大
山
な
ど
へ
よ
く

出
か
け
ら
れ
、
キ
ャ
ン
バ
ス
の
上

か
ら
下
ま
で
一
通
り
描
く
と
ほ
ぼ

仕
上
が
っ
て
し
ま
う
絵
に
は
、し

っ
か
り
と
絵
具
が
着
い
て
い
ま
し

た
。私
た
ち
に
は「
よ
く
見
る
」、

「
絵
は
変
化
。
強
弱
、
は
っ
き

り
、ぼ
ん
や
り
を
し
っ
か
り
見
な

さ
い
」と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
信
州
へ
お
供
し
た
折
、鉛
筆

で
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
後

ろ
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、絵
の
中
に
風
が

吹
い
て
い
る
の
が
見
え
る
の
で
す
。

自
然
の
中
に
身
を
置
い
て
絵
を
描
く

と
、美
し
い
灰
色
も
格
段
に
見
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
な
ど
、私
は
先
生

か
ら
多
く
の
大
事
な
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

皆
様
に
ご
報
告
し
ま
す
と
と
も

に
、
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

川
上
一
巳
先
生
を
偲
ん
で

山
本
佳
子（
岡
山
県
）
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青木　年広　 浅野　和喜　 芦原　里美　 荒井　泰三　 新井　　隆　 荒木　幸子　 飯田さち子　 池田　賢子　 市原はるか
出浦　和雄　 今田　正美　 大津　明美　 大野　文子　 小笠原あい子　 小片　悦子　 小沼　秀夫　 加曽利光男　 川尻　澄江
菊地　洋二　 北澤　廣城　 木村　　毅　 久世　夢二　 熊谷　弥生　 黒鳥　正己　 小泉　玲子　 児島　真澄　 小松　正弘
斎藤由美子　 才村　　啓　 神宮紀勢子　 菅沼　正則　 杉田　公子　 鈴木　佳代　 鈴木　喜博　 関口　昭夫　 相馬　順子
髙﨑　高嗣　 滝沢美恵子　 田中　敏雄　 玉上　佑子　 茶本　良隆　 土田佳代子　 堤　　利夫　 寺岡　克三　 樋谷　邦夫
戸苅　武宏　 所　　征男　 中居昭二郎　 長坂　千恵　 中辻　　修　 中原　　勇　 中山　孝美　 西　真里子　 野田真由美
原　　元勝　 日向野　淳　 平井　芳夫　 広川　明人　 広瀬　　範　 保坂　　晶　 細貝　信子　 本多　和矩　 松澤　泉次
水谷　香織　 宮下　正次　 三好　典子　 三輪由紀子　 森川　定男　 森木　和子　 山口　繁雄　 山﨑　　保　 山下　審也
山本　正憲　 山本　佳子　 吉田　輝夫　 李　　志宏　 渡邉　道男

出
　
品
　
予
　
定
　
作
　
家

第17回 一水会精鋭展 会期：2020年3月16日（月）～22日（日） 会場：メルサ2・7階 東京銀座画廊・美術館  ※優秀な作品には賞を贈る

出 

品 

予 

定 

作 

家

小川　　游　 寺井力三郎　 吉崎　道治　 田中　義昭　 辰巳　文一　 鈴木　益躬　 さきやあきら　 久保田辰男　 武藤　初雄
佐藤　道雄　 田島　健次　 玉虫　良次　 鈴木　順一　 山本　　勇　 山本　耕造　 廣畑　正剛　 山田　正博　 斉藤　蕙子
池田　清明　 浅見　文紀　 丹羽　　章　 一の瀬　洋　 遠藤　博政　 中澤　嘉文　 弓手　研平　 森　　敬介　 岡野　信子
重石　晃子　 菊地　洋二　 杉田　公子　 相馬　順子　 西　真里子　 青木　年広　 斎藤由美子　 滝沢美恵子　 村上　　選
栗原　髙光　 芝　　教純　 梅村　　徹　 久保　博孝　 髙木　利一　 田中　敏雄　 広川　明人　 増尾　邦治　 山下　審也
山本　佳子　 須貝　昌春　 井上　茂文

第59回 一水会選抜展 会期：2020年3月4日（水）～9日（月） 会場：日本橋三越本店 本館6階・美術特選画廊

　
第
79
回
、
80
回
展
と
日
美
賞
、
会

員
佳
作
賞
を
受
賞
さ
れ
た
永
谷
さ
ん

は
、シ
ラ
ス
漁
の
傍
ら
、絵
筆
を
握
る

漁
師
さ
ん
で
す
。

今
、
シ
ラ
ス
漁
の
ほ
う
は
？

　

本
当
は
秋
漁
に
出
に
ゃ
い
か
ん
だ
け

ど
も
、
今
は
、
な
い
！
。
年
々
漁
獲
量

は
減
っ
て
く
ね
。

絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
？

　

娘
が
小
学
生
の
頃
、親
子
写
生
大
会

で
一
緒
に
絵
を
描
い
た
。
審
査
員
に
地

元
の
絵
画
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
が
い
て
、

油
絵
を
描
い
て
み
な
い
か
と
ス
カ
ウ
ト

さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。
三
年
後
、
県

の
芸
術
祭
に
入
選
し
、
気
が
よ
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
続
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五

〜
六
年
経
っ
た
頃
に
地
域
の
学
校
の
先

生
の
勧
め
で
光
陽
会
に
入
り
、八
年
間

所
属
し
た
ん
だ
け
ど
、
色
々
あ
っ
て
、

「
辞
め
た
っ
」て
言
っ
た
ら
、
一
水
会
の

河
合
あ
や
子
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
、
62
回

展
か
ら
一
水
会
一
筋
。
そ
の
間
、
特
定

の
先
生
に
師
事
し
た
事
は
な
く
我
流
で

や
っ
て
き
た
。

漁
と
絵
と
、
大
変
で
は
？

　

漁
っ
て
、
そ
の
日
そ
の
日
の
仕
事

で
、
結
果
が
毎
日
出
る
わ
け
じ
ゃ
ん
。

結
局
、
ス
ト
レ
ス
も
か
な
り
あ
る
も
ん

で
、
絵
を
描
く
の
は
ね
、
自
分
の
世
界

に
入
っ
て
、
色
々
忘
れ
ら
れ
る
か
ら
。

未
明
に
は
海
に
出
て
、
昼
過
ぎ
に
は
帰

っ
て
来
て
、
作
業
所
の
二
階
で
冬
は
防

寒
着
の
ま
ま
描
く
。
絵
を
や
る
の
は
明

日
へ
行
く
た
め
の
一つ
の
仕
事
。

モ
チ
ー
フ
に
か
な
り
変
遷
が
？

　

今
、
新
し
い
モ
チ
ー
フ
に
挑
戦
し
て

い
る
。
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
。
同
じ
事
を
し

て
い
る
の
が
い
や
で
、
二
年
お
き
に
絵

が
変
わ
っ
て
い
っ
ち
ゃ
う
。
今
回
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
三
回
目
だ
か
ら
、
ぱ
っ
と
し

な
い
。
本
当
は
変
え
よ
う
と
思
っ
て
カ

ニ
を
描
い
た
ん
だ
け
ど
、
何
か
イ
マ
イ

チ
違
和
感
が
あ
っ
て
さ
。
迷
っ
た
末
、

無
難
な
ほ
う
出
し
ち
ゃ
っ
た
も
ん
で
、

い
か
ん
。
来
年
は
カ
ニ
を
出
す
か
も
。

　
モ
チ
ー
フ
は
生
活
の
中
で
、
何
か
い

い
な
、
お
も
し
ろ
い
な
と
思
っ
た
も
の

を
描
く
。
身
近
な
も
の
で
、
世
間
で

も
絵
に
し
て
な
い
よ
う
な
物
。
自
転
車

を
描
い
た
時
で
も
た
ま
た
ま
台
風
で
砂

浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
自
転
車
を

見
て
、
面
白
い
な
と
思
っ
た
か
ら
描
い

て
、
県
展
で
奨
励
賞
を
も
ら
っ
て
、
そ

れ
が
始
ま
り
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
や
っ

ぱ
り
、
自
分
の
目
の
中
に
飛
び
込
ん
で

き
た
物
が
、
自
分
だ
け
の
判
断
で
面
白

い
と
思
え
て
と
き
め
い
た
ら
ね
、
テ
ー

マ
に
な
っ
ち
ゃ
う
と
思
う
。

イ
メ
ー
ジ
作
り
は
描
き
な
が
ら
？

　

静
物
を
描
く
人
は
物
を
並
べ
て
、あ

あ
、こ
れ
で
い
い
か
っ
て
、見
て
描
く
な

り
す
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
、俺
の
場
合

は
、
ま
ず
描
き
た
い
物
を
ド
ン
と
位
置

決
め
て
描
い
て
か
ら
。ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
描

き
た
い
と
思
っ
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
、

そ
れ
を
ひ
と
月
か
け
て
描
い
ち
ゃ
う
。

そ
の
後
は
、
ど
う
す
っ
か
な
あ
と
、
半

年
く
ら
い
そ
の
ま
ま
で
。
そ
の
間
、
背

景
を
ど
う
す
れ
ば
こ
の
物
が
生
か
せ
る

か
、
関
連
性
の
あ
る
物
を
ど
う
持
っ
て

き
た
ら
い
い
か
を
考
え
る
。
だ
か
ら
、

途
中
か
ら
変
わ
っ
て
い
っ
ち
ゃ
う
。

健
康
は
大
丈
夫
で
す
か
。

健
康
の
方
は
、カ
ラ
元
気
。
六
十
過
ぎ

る
と
ど
こ
か
に
来
ま
す
ね
。
こ
の
頃
、

家
の
周
り
を
歩
く
よ
う
に
し
た
か
ら
、

い
く
ら
か
い
い
。
で
も
ダ
メ
だ
よ
ね
。

歳
に
は
勝
て
ん
。

　

木
村
さ
ん
は
い
い
よ
、
い
く
つ
に
な

っ
て
も
俺
よ
り
若
い
。
け
れ
ど
順
番
じ

ゃ
な
い
で
よ
、
お
迎
え
が
来
る
の
は
。

（
笑
）

　
永
谷
さ
ん
は
、
終
始
気
さ
く
な
お

話
し
振
り
で
、実
に
愛
妻
家
で
繊
細
で

知
的
な
一
面
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
沢
山
の
示
唆
に
富
ん
だ
名
言
が

飛
び
出
し
、充
実
し
た
時
間
に
な
り
ま

し
た
。

〈
聞
き
手
〉木
村 

毅

こ
の
人
に
注
目
�

永
谷
光
隆
さ
ん 

（
静
岡
県
）
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揮
毫
　
淺
見 

嘉
正

自
由
投
稿
欄

絵
と
私

　
　
　
　
長
崎
県
　
荒
木 

惠
子

　

絵
に
出
会
い
、描
き
始
め
て
何
年

に
な
る
だ
ろ
う
。
時
に
立
ち
止
ま

り
、振
り
返
り
前
に
進
め
ず
迷
い
な

が
ら
、今
も
歩
み
続
け
て
い
る
。
何

故
描
く
の
か
と
思
い
な
が
ら
。
そ
れ

は
き
っ
と
、
絵
の
中
で『
探
し
も
の
』

を
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
私

の
廻
り
は
常
に
移
ろ
い
、
時
も
、
事

象
も
、
私
の
心
の
有
り
様
も
揺
ら

ぎ
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
行
く
。
そ
の

日
常
の
中
、動
か
ず
に
確
か
な
も
の

は
何
？ 

何
処
？ 

形
と
し
て
も
知
り

得
ず
、
探
し
求
め
掴
め
な
い
ま
ゝ
今

日
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

S
T
O
R
Y
の
画
題
の
中
で
、強

く
、
確
固
で
美
し
い
に
違
い
な
い
何

か
を
探
る
過
程
を
物
語
に
綴
っ
て
、

絵
に
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
具

象
の
中
に
抽
象
性
を
融
合
さ
せ
深

い
想
い
を
持
つ
作
品
作
り
を
し
た
い

と
、
試
行
錯
誤
の
日
々
。
こ
れ
ら

の
思
い
は
ず
っ
と
続
く
、
こ
れ
か
ら

も
。『
探
し
も
の
』を
捉
え
る
ま
で
は

…
。関

西
水
彩
画
会

　
　
　
　
奈
良
県
　
河
石 

正
義

　

関
西
水
彩
画
会
は
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
年
）に
青
野
馬
左
奈（
一

水
会
）、
池
島
勘
治
郎（
独
立
美

術
）、
桂
龍
雄（
日
本
水
彩
）、
別
車

博
資（
一
水
会
）、
に
よ
っ
て
創
立
さ

れ
、
大
戦
、
終
戦
、
震
災
、
そ
の

他
の
困
難
を
耐
え
て
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
大
阪
市
立
美
術
館
で

毎
年
春
に
公
募
展
を
開
催
、
水
彩

画
発
展
の
た
め
に
具
象
、抽
象
を
問

わ
ず
、
新
人
の
発
掘
、
優
れ
た
作
家

の
育
成
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
の
第
75
回
展
は
、
委
員
以
上
七

十
二
名
、
会
員
一
四
二
名
、
会
友
七

十
名
、一
般
八
十
四
名
、
総
数
三
六

八
点
の
展
覧
で
、鑑
賞
者
は
九
六
二

一
名
と
日
展
に
次
ぐ
人
気
で
盛
況
で

し
た
。

　
一
水
会
と
は
創
立
の
先
生
以
来
関

係
が
深
く
、
現
在
運
営
委
員
十
七

名（
一
水
会
、
日
洋
会
、
白
日
会
、

東
光
会
、
新
世
紀
美
術
、
国
画
会
）

の
内
、
七
名
が
一
水
会
所
属
作
家
で

す
。
一
水
会
展
は
油
彩
画
が
多
い
中

で
関
西
で
は
出
品
者
の
大
半
を
関
西

水
彩
画
会
の
水
彩
画
が
占
め
て
お
り

ま
す
。一
水
会
会
員
の
河
石
正
義
が

事
務
所
を
担
当
し
て
活
発
な
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

表
現
す
る
こ
と

　
　
　
　
茨
城
県
　
北
澤 

廣
城

　

家
族
の
姿
・
変
化
・
繰
り
返
す
営

み
の
中
、
普
段
と
ち
ょ
っ
と
違
っ
た

光
景
に
ハ
ッ
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
時
折
目
に
す
る
非
日
常
な
光

景
。
そ
ん
な
一
瞬
を
表
現
し
て
み
た

い
と
描
き
続
け
て
き
ま
し
た
。
気
が

つ
い
て
み
る
と
、
は
や
三
十
年
が
過

ぎ
よ
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ

れ
で
い
て
未
だ
に
納
得
の
い
く
作
品

は
で
き
ず
、今
度
こ
そ
と
思
い
描
き

続
け
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
テ
レ
ビ
で
長
崎
平
和
祈

念
像
を
目
に
し
て
、
北
村
西
望
先

生
の
座
右
の
銘「
た
ゆ
ま
ざ
る　

歩

み
恐
ろ
し　

カ
タ
ツ
ム
リ
」を
思
い

出
し
ま
し
た
。『
あ
る
朝
、
自
分
の

制
作
し
た
平
和
記
念
像
を
見
に
い
く

と
、
足
元
に
一
匹
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が

い
た
。
夕
方
も
う
一
度
像
の
前
に
行

っ
た
と
き
、
な
ん
と
、
そ
の
カ
タ
ツ

ム
リ
は
九
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
像
の
て

っ
ぺ
ん
に
登
っ
て
い
た
で
は
な
い
か
。

可
愛
い
角
を
だ
し
て
、
歩
い
て
い
る

よ
う
で
一
向
に
進
む
の
は
の
ろ
い
、

動
き
は
あ
る
よ
う
な
な
い
よ
う
な
、

そ
れ
が
い
つ
の
ま
に
か
て
っ
ぺ
ん
ま
で

登
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。』カ
タ
ツ
ム

リ
に
、
持
続
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
驚
異

に
感
動
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

　

昨
年
、
龍
ケ
崎
市
の
文
化
協
会

か
ら
、
個
展
の
話
を
頂
い
た
。
私

も
、
日
々
継
続
、
創
造
し
続
け
な

が
ら
自
分
の
作
品
と
向
き
合
い
、

根
気
よ
く
こ
つ
こ
つ
と
を
追
求
し
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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尼
信
会
館
で
の
個
展

　
　
　
　
兵
庫
県
　
児
島 

真
澄

　

七
月
十
三
日
～
八
月
十
八
日
尼

崎
信
用
金
庫
の
会
館
で
個
展
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
展
覧
会
の
構
成
は

一
九
八
六
年
の
作
品「
釣
堀
」か
ら
今

年
の
作
品「
静
物
」ま
で
の
１
０
０

号
と
50
号
の
三
十
点
に
し
ま
し
た
。   

　

東
京
の
朝
日
新
聞
社
か
ら
の
電

話
取
材
を
受
け
、
会
場
の
画
像
を

送
付
す
る
と「
工
場
や
工
事
現
場
の

活
気
を
、
油
彩
で
色
彩
豊
か
に
表

現
す
る
…
」と
紹
介
。
そ
の
記
事
を

見
て
来
た
と
い
う
方
が
何
人
も
い
ま

し
た
が
最
終
日
前
日
に
い
ら
し
た
女

性
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
私
に「
女
性

だ
っ
た
ん
で
す
ね
」と
始
ま
り
、
建

設
会
社
に
勤
め
て
い
る
ご
主
人
が
出

張
で
来
ら
れ
ず
代
わ
り
に
来
た
が
感

動
し
た
の
で
主
人
に
も
是
非
見
せ
て

あ
げ
た
い
。
次
ま
た
ど
こ
か
で
あ
り

ま
す
か
？ 
の
内
容
で
し
た
。
こ
の
猛

暑
の
中
私
が
知
ら
な
い
方
が
会
場
を

目
指
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
と
思
う
と

心
か
ら
感
謝
と
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

　

そ
し
て
、
初
め
て
の
方
も
し
っ
か

り
と
感
想
を
述
べ
て
く
だ
さ
る
方
多

く
、
本
当
に
大
勢
の
方
、一
水
会
、

研
水
会
の
方
々
と
楽
し
く
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と

大
。
幸
せ
な
気
持
ち
で
過
ご
し
た
一

ヶ
月
余
り
は
私
の
宝
物
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
次
へ
繋
げ
ら
れ
る

よ
う
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
尼

信
会
館
の
K
様
を
は
じ
め
職
員
の
方

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

テ
キ
パ
キ
と
お
仕
事
を
こ
な
さ
れ
る

素
敵
な
女
性
職
員
の
方
が
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

楽
し
い
も
の

　

苦
労
し
て
描
い
た
絵
は
よ
く
見
る
が
、切
花
に
は
苦

労
し
た
根
が
無
い
。「
絵
は
楽
し
い
も
の
、
苦
労
を
見

せ
て
は
い
け
な
い
。
ル
オ
ー
も
最
後
は
一
発
だ
よ
。」と

師
は
語
っ
て
い
た
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
も

の
で
す
ね
。

身
分
証
明
は
キ
ャ
ン
バ
ス

　

若
い
頃
、飛
騨
へ
写
生
に
出
掛
け
た
が
、「
沢

庵
と
味
噌
汁
だ
け
で
良
い
か
ら
安
く
」と
お
願
い

を
し
て
い
た
頃
の
話
。
何
軒
も
宿
を
断
ら
れ
、

小
泉
元
生
先
輩
と
考
え
た
挙
句
、
リ
ュ
ッ
ク
か

ら
キ
ャ
ン
バ
ス
を
取
り
出
し
て
見
え
る
よ
う
に

し
た
。
一
発
で「
絵
描
き
さ
ん
か
」と
泊
め
て
く

れ
た
。
以
降
、
何
回
も
そ
の
手
を
使
っ
た
。

牛
窓
の
オ
リ
ー
ブ

　

オ
リ
ー
ブ
の
葉
は
銀
灰
色
で
瀬
戸
内
の
青
に

似
合
う
。
オ
リ
ー
ブ
園
で
写
生
し
て
い
た
ら
、

「
君
の
色
は
き
れ
い
だ
ね
」、
と
激
励
さ
れ
た
。

確
か
二
人
程
い
た
様
だ
が
往
き
も
帰
り
も
褒
め

ら
れ
た
。
汚
れ
た
前
掛
け
姿
の
素
人
に
見
え
た

ら
し
い
。
良
く
伺
っ
た
ら
一
水
会
の
出
品
者
ら

し
か
っ
た
が
私
の
顔
は
知
ら
な
か
っ
た
様
だ
。

鼻
唄
で
楽
し
く
描
い
て
い
れ
ば
そ
う
思
わ
れ
て

も
仕
方
な
い
け
れ
ど
、
ス
ケ
ッ
チ
の
時
は
ア
マ
チ
ュ
ア

で
自
由
に
描
い
て
い
た
い
も
の
。

空
色
に
ご
ま
か
さ
れ
る
な
！

　

私
の
空
に
は
ヴ
ィ
リ
ジ
ャ
ン
や
エ
メ
ラ
ル
ド
、レ
モ
ン

と
か
赤
系
も
入
れ
ま
す
。
空
に
バ
ジ
タ
ー
ブ
ル
ー
等
安

易
に
使
用
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
回
そ
の
時

に
色
を
考
え
ま
す
が
、よ
く
見
て
下
さ
い
。
小
学
生
の

時
の《
空
色
》は
捨
て
ま
し
ょ
う
。

山
梨
県・勝
沼
葡ぶ

ど
う萄
郷

　

納
富
進
先
生
は
私
達
の
写
生
を
見
て
、「
何
だ
！ 

つ

ま
ら
ぬ
所
描
い
て
い
る
な
。」と
云
い
な
が
ら
色

鉛
筆
で
描
き
出
し
た
。
時
折
立
ち
上
っ
て「
こ

こ
見
え
な
い
な
あ
。」と
道
の
中
央
で
描
く
。
後

に
日
動
画
廊
で
作
品
を
拝
見
す
る
機
会
が
あ
っ

た
時
、
ス
ケ
ッ
チ
と
制
作
は
か
く
あ
る
べ
き
と

思
い
知
ら
さ
れ
た
も
の
だ
。
勝
沼
は
春
・
初
夏
・

紅
葉
が
面
白
い
し
、
丘
か
ら
見
下
ろ
し
た
り
、

丘
を
見
上
げ
た
り
、
素
晴
ら
し
い
所
だ
。

群
馬
県・妙
義
山

　

岩
の
形
が
面
白
く
、
松
井
田
・
安
中
・
碓
氷

峠
か
ら
も
描
け
る
。
横
川
の
駅
前
旅
館
は
聞
こ

え
て
く
る
汽
笛
と
連
結
の
音
が
え
ら
く
淋
し
か

っ
た
。
女
中
様
が
路
地
を
は
さ
ん
だ
惣
菜
屋
で

メ
ン
チ
カ
ツ
を
買
う
の
が
見
え
る
。
今
夜
は
あ

れ
だ
な
と
小
泉
先
生
が
云
っ
た
。「
東
京
屋
」だ

っ
た
が
今
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
梅
花

の
頃
が
好
き
だ
。

若
い
方
へ

　

常
に
新
し
い
モ
チ
ー
フ
を
探
し
、ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
。

現
場
で
直
接
感
動
し
た
物
や
色
は
大
切
に
し
て
制
作

に
活
か
す
こ
と
。
単
な
る
引
き
う
つ
し
は
マ
ン
ネ
リ
ズ

ム
に
な
る
し
、人
間
の
頭
で
考
え
る
こ
と
に
は
限
り
が

あ
る
。
ス
ケ
ッ
チ
と
制
作
は
異
な
る
筈
。
若
い
と
思
っ

て
い
た
ら
す
ぐ
老
人
に
な
り
ま
す
よ
。

吉崎道治のちょっと道草 ⑦
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「廃 船」　　茅野吉孝

一
水
会
事
務
局
だ
よ
り

日展審査を終えて

最
近
の
動
静

表
　
彰

2020年の展覧会スケジュール

一 水 会 展 巡 回 展 の 搬 出

　

第
81
回
一
水
会
展
は
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

初
入
選
が
七
十
六
点
と
大
幅

に
増
え
、
展
示
総
数
も
七
八

三
点
に
な
り
ま
し
た
。
入
場

者
総
数
は
一
九
八
九
七
人
で
、

一
日
平
均
一一
七
〇
人
の
皆
さ

ま
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
回
、第
四
棟
・

二
十
室
の
出
口
を
開
放
し
た
こ

と
で
、最
後
ま
で
じ
っ
く
り
鑑

賞
し
て
下
さ
る
方
が
増
え
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
鑑
賞
し

易
い
会
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も

二
十
室
が
充
実
し
た
部
屋
に

な
る
よ
う
に
展
示
の
工
夫
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

搬
入
さ
れ
た
全
て
の
作
品

は
審
査
員
が
第
一
次
審
査
、第

二
次
審
査
と
じ
っ
く
り
見
ま

す
が
、全
入
選
作
品
が
決
ま
っ

た
段
階
で
賞
候
補
の
作
品
を

選
出
し
て
い
き
ま
す
。賞
候
補

に
な
る
に
は
全
審
査
員
の
約

半
数
の
挙
手
が
な
い
と
候
補
と

し
て
残
り
ま
せ
ん
。
今
年
は

最
終
的
に
五
十
三
点
の
厳
選

さ
れ
た
作
品
が
賞
候
補
に
挙

が
り
ま
し
た
。
ご
自
分
の
搬

出
さ
れ
た
作
品
の
裏
に
賞
候

補
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
り
ま
し

た
ら
、
惜
し
く
も
今
回
は
賞

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

全
審
査
対
象
作
品
の一
割
弱
の

優
秀
作
品
と
受
け
取
っ
て
、

次
回
の
制
作
の
励
み
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

50
号
、
60
号
の
作
品
が
多

く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

審
査
で
不
利
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
最

初
に
ま
と
め
て
審
査
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
１
０
０
号

を
制
作
す
る
の
が
体
力
的
に

困
難
に
な
っ
て
き
た
方
や
、初

め
て
の
出
品
で
１
０
０
号
は
ま

だ
難
し
い
と
思
え
る
方
は
、

１
０
０
号
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
50
号
、
60
号

の
作
品
で
も
、１
０
０
号
に
負

け
な
い
強
い
充
実
し
た
画
面
が

描
け
ま
す
。

　
一
水
会
の
代
表
が
今
年
度
末

　

今
回
は
台
風
十
九

号
の
直
撃
を
受
け
、  

搬
入
が
大
幅
に
遅
れ

た
分
、
審
査
は
ス
ピ
ー
ド
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
外
部
審

査
員
と
し
て
、
立
軌
会
の
笠

井
誠
一
先
生
と
評
論
家
の
瀧

悌
三
先
生
、
そ
し
て
審
査
主

任
は
白
日
会
の
中
山
忠
彦
先

生
、
一
水
会
か
ら
は
、
栗
原

髙
光
先
生
と
私
と
で
審
査
に

当
た
り
ま
し
た
。
審
査
は
、

第
一
審
を
通
っ
た
作
品
を
第
二

審
で
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
ラ
ン
ク

分
け
し
て
、
Ｃ
は
選
外
と
な

り
ま
し
た
。一
水
会
か
ら
は
四

十
五
名
の
方
が
入
選
さ
れ
ま

し
た
。
一
水
会
の
絵
は
皆
丁

寧
で
よ
く
描
き
込
ま
れ
て
お

り
、レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
今
回
、
特
選
を
受
賞

さ
れ
た
茅
野
吉
孝
先
生
の「
廃

船
」の
絵
は
、
こ
れ
迄
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
風
景
と
は
一
変
し
、

冬
の
静
か
な
佇
ま
い
の
川
辺
に

置
か
れ
た
和
船
と
春
への
息
吹

を
感
ず
る
枯
葦
の
情
景
が
、

日
本
の
移
ろ
い
行
く
美
し
い
自

然
を
感
じ
さ
せ
る
、
素
晴
ら

し
い
作
品
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
常
に
挑
戦
す

る
事
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
感

動
を
大
切
に
制
作
さ
れ
、一
水

会
の
更
な
る
レ
ベル
向
上
に
精

進
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。　
　

 （
松
下 

久
信 

記
）

を
も
っ
て
小
川
游
先
生
か
ら

山
本
耕
造
先
生
に
替
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
事
務
的

な
こ
と
も
来
年
度
に
か
け
て

移
行
し
て
い
き
ま
す
。小
川
先

生
は「
最
高
顧
問
」と
い
う
立

場
で
こ
れ
か
ら
も
一
水
会
に
関

わ
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

小
川
先
生
、
長
い
間
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
　

 （
玉
虫 

良
次 

記
）

【
逝
去
】吉
野
谷
幸
重（
名
誉

会
員
）、稲
原
吉
男（
常
任
委

員
）  

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

【
退
会
】戸
高
明
義（
会
友
）、

水
口
春
夫（
会
友
）

　

七
月
一
日
、
委
員
の
青
木

年
広
さ
ん
が
岐
阜
市
政
１
３

０
周
年
の
特
別
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
有
功
部
門
の
代
表

と
し
て
三
十
年
の
長
き
に
わ
た

る
岐
阜
市
美
術
展
へ
の
功
労

に
対
し
て
、
柴
橋
市
長
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

81回展の受賞者・推挙者で巡回展出品の方は、各自で日美にお問
合せ下さい。
搬出日時・場所	 1月11日（土）
	 日本美術商事(日美)倉庫
所 　 在 　 地	 〒110-0002 東京都台東区上野桜木2-8-7
電  話  番  号	 03（3822）3854

●第59回選抜展 3月4日～9日
日本橋三越　運営委員と選抜された委員、会
員、準会員、会友48名が出品。
●第17回一水会精鋭展 3月16日～22日
東京銀座画廊・美術館　「第81回一水会展」
にて77名が選出されました。50号までの作品
を展示。
●盛岡展 4月2日～19日
深沢紅子野の花美術館　「第59回選抜展」よ
り会場で選抜された作品を展示します。
●第82回一水会展 9月19日～10月4日
東京都美術館


